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例  言

1.本 書は、宮山県小矢都市地崎地内に所在する石名田木舟遺跡、同じく桜町地内に所在する桜町遺跡産田地区

の各々で実施 した本発掘調査の発掘調査報告書である。

2.調 査は小矢都市教育委員会が委託を受けて実施した。その詳細については、以下のとおり表で記す。

内容＼遺跡名 石名田木舟遺跡 桜町遺跡

委諾 小矢都市農林課 小矢都市商工観光課

調査原因 農道整備 道の駅建設に伴う誘導案内板設置

現地調査期間 平成 21年 8月 3日 ～平成 21年 8月 6日 平成 21年 5月 25日 ～平成 21年 5月 28日

発掘面積 150∬ 36 rf

3.本書の作成費については、委託者 2者 と協議し頁数で按分し、合本することにより経費削減を図ることで合意

を得た。

4.調査主体は小矢都市教育委員会である。発掘調査担当者は下記のとおりである。

総括 :文化スポーツ課 課長 谷敷秀次、 主務 :同課 主任 中井真タ

現地発掘調査参加者 富山県シルバー人材センター連合会会員、浅井誠、野沢世糸江

5.本書の編集・執筆は、小矢部市教育委員会文化スポーン課職員の協力を得て、中井が行つた。

6.本書の図・写真図版の表示は次のとおりである。

1)遺構番号は、調査現場で付した番号である。番号は遺構の種類に関わらず連番号とした。

2)遺構の略号は、SD:)|卜 溝、SK:土坑、P:柱穴である。

3)本書で示す方位は全て磁北で、水平基準は海抜高である。

4)遺構図の縮尺は各々とし、遺物図には1/3と 1/4がある。

5)遺物以外の写真図版は全て任意である。

7.出土遺物と調査に関する資料は、小矢都市教育委員会が一括して保管している。

8.発掘調査中および報告書作成中、関係者および関係機関から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意を表し

たい。
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石名田木舟遺跡

I 序章

1 遺跡の位置と歴史的環境

石名田木舟遺跡は、富山県小矢都市地崎地内に所在する。小矢都市は、富山県の西端中央に位置

し、石川県に隣接する。市域は三方を低丘陵の山に囲まれ、東側は広大な庄川扇状地へと開いている。

中央を北流する小矢部川はその支流である子撫、渋湖 ||の流れを集め、良好な沖積地を形成しながら

日本海へと注いでいる。この小矢部川の水運や石川県との境を画す砺波山丘陵の倶利伽羅峠を抜ける

北陸道に関連して、多くの遺跡が遺存している。

石名田木舟遺跡は、小矢部川と砺波平野を貫流する庄川の扇状地に立地する。隣接する高岡市福岡

町にまたがり、面積は、東西約 900m、 南北約 900mと 推計されている。

また、同遺跡周辺の五社地内に所在する五社遺跡では、条里型地割を示す溝が見つかつている。ま

た、同地内には平安時代の文献『和名抄』にある砺波郡十二郷中の「長岡郷」の推定地、中世皇室御領

の「糸岡庄」の所在がこのあたりを中心としたとされる糸岡神社が所在 している。遺跡の範囲内には、

木舟城跡が所在し、当時の繁栄が偲ばれる発掘調査結果が報告されている。

2 調査に至るまで

当該事業は、県営ほ場整備事業に伴い周辺の農道整備を行 うもので、平成 20年度に小矢都市農林課

より小矢都市教育委員会に協議がもたらされた。農道整備は、「石名田木舟遺跡」の範囲内で計画され、

また県営ほ場整備事業に伴う試掘調査の結果、本調査が必要であるとした部分であることから、平成

21年度に本発掘調査を行 うことで合意した。また、周辺一帯の地権者の協力を頂き、麦の作付をされ

6月 1こ イま刈取り

できる方針とな

つたことから、

ほ場整備工事の

発掘調査を6～

8月 末までに完

了し、8月 末か

ら約 2週間の予

定で農道整備の

発掘調査を完了

することで協議

し、三者で合意

した。 (1/30,000)
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3 調査計画

調査地の形状が、縦 26m×長さ2～ 4mの台形であることから、ベル トコンベアは設置せず、廃土

は横置きし、できる限り調査面積を確保することに努めた。また、当該調査地の北東約 50mに、県営

ほ場整備事業の調査地A区が位置していることから、基準点については、小矢都市教育委員会で移

動 。設置し、経費の削減に努めた。調査体制は調査員 1名、作業員10名 で、調査期間は2週間で算出

した。

4 調査の経過

今回の調査地の北東約 50mに、高岡農林振興センターより委託された県営ほ場整備事業の本発掘調

査地が位置しており、この調査の完了後、速やかに当該地の調査に着手した。当初より約 lヶ 月早い

が8月 3日 には、重機械により表土掘削を行つた。その後、人力により掘削および精査を行つた。そ

の結果、遺物量は希薄であるものの中世の遺物包含層を確認し、遺構は調査地の南側でのみ検出した。

当初 10人の予定であつた作業員を20人に増員し調査を行ったため、4日 間で現地調査を終了するに

至った。遺物整理作業は、全て小矢都市埴生地内にある「小矢部ふるさと歴史館」で行つた。

十

ィ■,.44

r/////,(Tl～ T18)は
平成 19年度試掘調査部分

|   |は 本発掘調査が

必要な範囲

第 2図 農道整備計画図 (1/3,500)
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調査の成果

概要

調査地は、南北方向に約26m。 東西方向に約 2～ 4mの面積で、南端は能越自動車道福岡 ICへの

アクセス道に接している。北束には平成20年度に建設された育苗施設があり、その建物に併設された

ビニルハウス4棟は、北端に接している。西側は工事用道路が仮設されていた。

地表面から深さ50～60cmの ところで中世の包含層であるⅡ層上面にいたる。その上には、客土や耕

作土などの I層が堆積する。Ⅳ層以下は灰色砂層が続き、人工的な形跡がないことを深堀りで確認し

た。

遺構は、Ⅲ層上面で中世の土坑 (SK)5基 を

検出した。SKlは調査区の南端において検出し、

その行方は調査区外へ進み、その規模は不明であ

る。その他の4基のSKについては同じく調査区

の南側にて集中して検出したが、遺物なども出土

せず、その性格や目的は不明である。遺物は、須

恵器、土師器、珠渉‖、中世土師器、漆器、近世陶
第 3図 基本土層図 (1/30)

器が出土している。

2 遺構 (第 4図 )

SKl 先述したが調査区の南端に位置し、その両端が調査区外へ延びるため、全体像や規模などは

不明である。深さは40cmで、覆土からは、土師器や中世土師皿や漆器が出上している。川の可

含留性も考えられるが、覆上の状態から流れの様子が認められず、土坑とした。時期は出土遺物

から中世であろう。

SK2～ 4 調査区の南側に集中した状態で検出した。しかしながらその上層で、4基の上坑を含む

周辺一帯では、近現代の撹乱土坑を検出しており、本来の形状は壊されているものと考えられ

る。それぞれの深さが6～ 15cmと 浅いのは、上層の影響をであろう。したがつて、周辺には、

他にも遺構があった可能性も考えられるが、これより北側には遺構は検出できなかった。

3 遺物 (第 5図)

遺物は、ほとんどがSKlか らの出土である。ほかは表土中から出上したもので、時期はいずれ

も室町時代に属する。

表1 石名田木舟遺跡遺物一覧表

I 客土

灰色砂質ローム (5Yシ1)=遺構検出面

V 灰オリーブ色粘土 (5Y4rr2)

番 号 種   類 器   種 出土遺構・地区・層位 大   き  さ 特 徴 時   期

1 木製 品 漆器椀 SKl 底径 6 1cm 内外面黒色漆塗 りに赤色漆で文様を描 く。 室町後期

2 土師器 皿 I区 、 V層 日径 103卿 非ロクロ成形。 日縁部は外反する。

3 I区 、表採 口径 13 2cI

Ⅱ EXr、 V層 口径 11 8cn、 器高 1 85cll、 底径 7 5cll

5 口径 107c皿 、器 高 1 8cm、 底径 4 0cm

6 I区、 V層 日径 9 8cll

7 口径9 8cI、 器高 1 9cm、 底径51c皿

8 口径 70c皿

9 唐滓 椀 I区 、表採 底径4 5cn 底部は削 り出 し高台。内外面鉄釉施和。 江戸時代

10 珠 洲 菱 Ⅱ区、Ⅱ層 口径 57 4cn 珠洲 V期 室町後期
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第 4図 調査区全体図 (1/150) 遺構平面 。断面図 (1/20)
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写真図版 1 調査区全景 (南より)
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桜町遺跡

I 序章

1 遺跡の位置

桜町遺跡は、富山県小矢都市桜町・西中野地内に所在する。小矢都市は、富山県の西端中央に位置

し、石川県に隣接する。地形は、北・西 。南の三方が丘陵性山地、東が平地、中央部が台地である。山

地は、北部に市内最高所である稲葉山は 高 347m)か ら宝達山に連なる丘陵地、西方に加越国境線をな

す石動丘陵、南方には医王山の北側を占める蟹谷丘陵がある。東側には、庄川の堆積作用によつて形

成された砺波平野が広がる。砺波平野は、散居村の景観で知られている。中央の台地は、庄川と小矢

部川が形成した河岸段丘である。小矢部川は、渋江川、子撫川などの各丘陵地から出る中小河川の流

れを集めて、段丘と平地の境を蛇行しながら北流し、下流の高岡市伏木において富山湾へ注いでいる。

桜町遺跡は、小矢部川と子撫川の合流部から西、丘陵裾の河岸段丘上にあり、面積は、東西約 lkm

南北 800mの約 60万ポ推計されている。

桜町遺跡が位置する小矢部川左岸一帯は、地勢が比較的安定しており、旧石器時代から近代にまで

及ぶ遺跡の密集地帯である。この密集地帯の北側に桜町遺跡は位置している。今回の調査地である産

田地区を中心とした遺跡一帯には、土地の開発を契機に集落へと発展したことを示す条里地割が比較

的良好に残つている。律令期には古代北陸道がこの

地域を通過 していたと考えられており、加賀の深見

駅 (石川県津幡町)か ら当地を通り、稲葉山の裾部

を過ぎて伏木方面へ向かうものと考えられている。

越中最初の駅 「坂本駅Jをこの地に比定する説もあ

る。中世では『吾妻鏡』延安元年(1239年)の条にみ

られる東福寺領 「宮島保Jに比定されている。

2 調査に至るまで (第 7図 )

当該事業は、小矢都市道の駅整備にあたり誘導

案内板設置に伴 う埋蔵文化財調査である。当初か

ら、周辺一帯に古代の遺構 。遺物が濃密に遺存す

ることが判つてお り、整備範囲を平成 17年度に

試掘調査、平成 19年度に本発掘調査を実施 して

いる。今回の調査地は、工事計画上で緑地帯とす

るため、本発掘調査を実施 していない範囲中に位

置 している。 この計画については、平成20年度

に小矢都市商工観光課より小矢都市教育委員会に

もた らされ、協議の結果、平成21年度前半に調
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第 6図  遺跡位置図 (1/50,000)
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査を完了させることで合意した。

3 調査計画

調査地は、誘導案内板の設置に伴い掘削する範囲で、6m× 6mの正方形を呈している。調査範囲

や周辺の以前の調査結果より、ベル トコンベアを投入せず、廃土は横上げすることとし、測量に必要

な基準点等は、工事用に設置されているものを利用した。調査体制は調査員 1名 、作業員 4名で、期

間は5日 間で算出した。

4 調査の経過

調査は、周辺で道の駅の工事が進む側らで 5月 25日 より開始した。重機械により表土掘削をした際、

調査区の南端で、平成 17年度の試掘 トレンチが現れたので、 lm× 6mの範囲については除外した。

その後、人力により精査および遺構検出を行つた。当該地の上質は非常に粘質サ性が強く、掘削および

精査自体に、予想以上に体力と時間を奪われた。しかしながら、調査の結果、以前の調査で確認して

いる古代の包含層を確認し、同時期の遺構を検出した。以前の調査結果から、本発掘調査が必要な範

囲ではあるが、遺構の存在は希薄であろうと予測していたとおり、現地調査は4日 間で完了できた。

遺物整理作業は、全て小矢都市埴生にある「小矢部ふるさと歴史館」で行った。

、こ
｀ヽ
引捧昔16こレクタ覇一

第 7図 道の駅周辺図と施設計画平面図
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Ⅱ 調査の成果

1 概要

調査地は、小矢都市道の駅建設予定地の緑地帯範囲にあり、南側には国道8号線が東西方向に貫通

している。北東には、道の駅本体の建設工事中である。 (道の駅は、平成21年 10月 24日 にオープンし

た。)道の駅となる建物や施設のほか、周辺は水田や畑地である。

地表面から深さ80～90cmの ところで古代の包含層であるⅢ層上面にいたる。以前の調査では、Ⅲ層

には40～50cmで到達する予定であったが、平成19年度の発掘調査後に、掘削はしていないが、盛土を

20～30cm程度を乗せ、旧表上の上面を整地したようである。Ⅲ層の上には、盛上、耕作上、 I～ Ⅱ層

が堆積する。Ⅲ層と遺構検出面のV層の間に、Ⅳ層がある。

遺構は、V層上面で古代の上坑・柱穴 (SK・ P)を 6基検出

した。 SKlは調査区断面にかかり、本来の規模は不明である。

また、限られた面積の中で検出した他の 5基のSKについても、

平成19年度の本発掘調査の遺構の分布状況なども照らしても、そ

の性格や目的は不明である。遺物は、須恵器、土師器、製塩土器

が出土している。

2 遺構 (第 9図 )

客土

I 黒褐色シル ト質 ローム (10Y R3/1)

II 褐灰色粘土質ローム (10Y R夕1)

V 灰色粘土 (5 Yνl)=遵構検出面

第 8図 基本土層図 (1/40)

SKl 調査区の北東端に位置し、北壁および東壁にかかる。規模は不明確であるが、深さは24cmで、

覆土から土坑であると判断した。共伴する遺物はないが、上層が古代の遺物で表われており、撹乱の

痕跡もないため、古代の範疇の遺構であろう。

SK3・ 4、 P2・ 5・ 6 P6は 調査区の西端に位置し、それ以外の4基は調査区の中央部に寄つ

ている。共伴する遺物はなく、SKlと 同様に上層の状況から、古代の遺構であると考えられる。規

模は以下のとおりである。

3 遺物 (第 10図 )

遺物は全て包含層からの出上である。残存状態が良いもののみ掲載した。 1は古墳時代の土師器甕

である。そのほかの遺物は、概ね奈良～平安時代のものである。

表2 桜町遺跡遺物一覧表

Ⅲ 褐灰色粘土質ローム (10Y R助 )

Ⅳ 黒褐色粘土 (25Y物)=包含層

遺構番号 形状 規模 (長軸, 短車由,深さ)cm 遺構番号 形状 規模 (長軸,短軸,深 さ)cm

SK3 円 50, 50, 24 P2 円

SK4 円 42, 40, 26 P5 円

P6 楕 円 26, 20, 10

番 号 種   類 器    種 出土遺構・地区・層位 大   き  さ 特 徴 時   期

1 土師器 甕 Ш層 口宿色10 8cal 口縁部が 「くJの宇状に外反する。 古墳時代

2 須恵器 杯 口径12 0cn 日縁部開 く。 平安前期

3 底径6 3cn 底部はベ ラ切 り。

4 平 瓶 平瓶の頸郡～胴 部。 奈良～平安

5 瓶 瓶類の胴部片。 奈良～平安

6 重
・

甕
壷・甕類の胴部片。 奈良～平安

7 土師器 製塩土器 棒状尖底型、橙色 飛鳥
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写真図版4 調査区全景 (南より)

写真図版 5 表土除去作業 :左、遺構掘削状況 :右

■,亀

写真図版8 出土遺物 (1/2)
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